
1 年生オリエンテーション挨拶           令和 3 年 4 月 12 日（月） 

 

Society5.0（超スマート社会）のビデオは、どうだったでしょうか？あなた方が 20～３

０年ぐらいたった時には現実になっていると思います。この社会を生き抜くためにどのよ

うな高校生活を送り、この西高でどんな力を身に付けてほしいかを述べます。 

高校生になりました。どうでしょうか？この西高は？思っていた通り、まだ分からない

それとも？ 

中学校最後の年は、新型コロナウィルス感染症のともに学校生活を送りました。西高で

も感染症対策をいわゆる３密とマスクの着用及び手洗い・手指消毒の徹底をお願いしま

す。しかし、この感染症はいくら注意していても感染する可能性があります。もし、この

西高でクラス、部活動の仲間が感染しても暖かい目で見守ってほしいと思います。 

「朝（あした）に希望 夕べに感謝」「師弟同行（していどうぎょう）（共育）」「明るい挨拶 気持ち

の良い挨拶」の教育姿勢のもと、令和３年度の本校のスローガンを「Action ＆ Reflection 

Nishikou」としました。すなわち「行動・実行と振り返り」とします。 

年度の初めに当たり、より良い Action を踏む出すために本年度もグランドデザイン（教

育目標）を作りました。この中に、グラデュエーションポリシー（このような卒業生を育て

ます）として、「人とつながる力を大切にし、情報の取捨選択ができる、確かな人間力を持つ」と

「協働の精神を持ち、地元の課題を発見し、地元から信頼される」生徒を育てて卒業させる方針

（ポリシー）を作っています。そしてこのグラデュエーションポリシーを達成させるための

唐津西高校で育てる資質と能力として「双松の力」の６つの力「基礎力、自走力、傾聴力、発信

力、創造力、地域力」を身に付けさせたいと思っています。そのためには、 

1 年生は学年目標の「ありたい自分をみつけるための基礎作り」が必要です。 

では、基礎づくりには何が必要か？⇒基礎・基本となる知識や技能を身につけ、社会で

生きていくため力「基礎力」です。 

基礎力？⇒「基本的生活習慣」 

基本的生活習慣？⇒①健康の管理②時間の管理③もの管理 そして最後は、 

         ④人と交わる力＝挨拶 

だから!!  「明るい挨拶 気持ちの良い挨拶」 

人と交わる力を付ける第一歩が挨拶だからその機会を失わないための挨拶です。「挨拶は、

あ…明るく、い…いつも、さ…先に、つ…続けて」です。「明るい挨拶気持ちの良い挨拶」

を実践すれば、学校全体が明るく、気持ちよく過ごせる場となり、学校が楽しくなります。 

また、この「双松の力」を身に付けるために、「キャリア・パスポート」を使っていきま

す。そして、一人ひとりの「ありたい自分の実現する」ための具体的な特別活動を記録・蓄

積し、活用する「キャリア・パスポート」で、「見通しを立て（Anticipation）、行動し（Action）、

振り返る（Reflection）」学びの履歴を積み重ねていくことが、みなさんの今後のキャリア

（人生）を創っていくための「道しるべ」になると思います。 

最後に、朝、今日も頑張るぞという気持ちで希望を持ち、「明るい挨拶気持ちの良い挨拶」

で始まり、「師弟同行」の気持ちで学び合い、夕にすべての人に感謝すれば、皆さん一人ひ

とりの目標が達成でき、充実した高校生活が過ごせます。健康に留意し、責任ある行動を心

掛け、「Action ＆ Reflection Nishikou」に挑戦できる有意義な高校３年間となることを祈

念し、オリエンテーションの挨拶とします。 

 

令和 3 年 4 月 12 日  校長 吉山耕一郎 


